
 

 

 

 

 

 

 

 

   

ＭＴＥＸでＭＴＥＸ付属のＥＢＳＤデータを評価する 
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概要 

 ＭＴＥＸはＸＲＤ，ＥＢＳＤデータを評価できるが、今回、ＥＢＳＤデータを評価してみます。 

 使用するＡｎｇデータは、MTEX5.1.1付属の以下のデータを使用する。 

 

 

環境はＭＴＥＸ５．１．１とします。 

 

 

データの読み込み 

 

 



実行を行うと、データが読み込まれる。 

 

Plot(ebsd) 

 

 

４種類の物質の粒径が示されています。 

 

 

 



ｅｂｓｄと入力で種類と表示方位の方位面積率が示される。 

 

この４種類をＸＲＤのプロファイルで表示すると大変な事になります。 

 

 

 

 



４種類から１つを抽出 

 

Plot(ans)で方位分布図表示 

 

 

ＯＤＦ図の作成 

 

 

 

 

 

 



Plot(odf)でＯＤＦ図作成 

 

 

極点図を表示では 

  

 

 から plot(rpf)を行う。 



plot(rpf,'contour','projection','stereo') 

 

 

plot(rpf,'contour','projection','eangle') 

 

 

Export(rpf,’pole’)から CTRで表示 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦ図 

 

（０，２，９）［１，９，－２］付近に方位があります。 

 

 

 

 

 

 



ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙによるＴｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

 

 

ピークサーチ結果 

 


